
第二十六回フォト句会優秀作品（２５年２月１１日）

＜自 由 題＞ 

雪明り 忍んでいった 
二人だが   矢澤 正二

寸評：東北の温泉街。雪間を縫

ってどこへしけ込むのか。 
人目を避けた積りがチャント 
フライデイされていたとは。 

温もりを探すベンチに 
    桜散る   三春 
寸評：登場人物全てが暖かい

感じ。公園でのスナップだが

撮影アングルが絶妙。 

世俗をば かなぐり捨てて 
冬陽浴び    大越 浩平 

寸評：生い茂った木の葉を全てか

なぐり捨てて、すっきりと裸になっ

て冬空に向き立つ姿やよし。 



  

＜寸 評＞今月の写真は池田さん出題の、富士山を数人が撮影しているものです。 
 
池田さん（１）：いつも被写体となっている富士山。お願いベースで肖像権を主張して

います。お富士さんとは山本富士子のことではないよね？ 
池田さん（２）：ゲーム感覚で頻繁にシャッターを押すと噴火してしまいそう。 
     初夢でよかった。  
矢澤さん：写真を撮るほう撮られるほう両方とも頭が白い。どっちもどっちだ。 
     字余りだが、アンバランスの可笑し味がある。 
大月さん：前面に芸者ガールを配すると典型的な絵葉書になる。 
中村さん（１）：池田さん（２）と同じ発想。カメラを構えて噴火をじっと待っている

     心境を思うといじましい。 
中村さん（２）：反射的に痩せぎすの奥方を思い出して、つい本音が出てしまった？ 
 
池田さんが三ヶ月連続で一位を確保しています。ご本人のセンスがいいのか、周囲が

だらしないのか、とにかく来月も池田さんの写真を見ることになります。 

＜句 付 け＞ 

２月の御題写真 

肖像権下さいませとお富士さん     池田 隆 

初夢やシャッター押すと大噴火     池田 隆 
冠雪やどっちもどっちだゴマ塩頭   矢澤 正二 
前面にゲイシャガールを立たせたい  大月 和彦 
富士山の噴火するのを待っている   中村 晃也 
我が妻の胸の形がああならば     中村 晃也


